
認定NPO法人 こまちぷらす



自己紹介
認定NPO法人こまちぷらす理事長。

2004年～トヨタ自動車にて海外営業や海外調査を担当。第一子出産直後に感じた

言葉にならない育児における孤独感やその後「まちの活動に参加する」ことによって

救われた経験から、2012年に退社しこまちぷらすを当時のママ友数人と立ち上げる。



自己紹介

認定NPO法人こまちぷらす理事長。

2004年～トヨタ自動車にて海外営業や海外調査を担当。第一子出産直後に感じた言葉にならな

い育児における孤独感やその後「まちの活動に参加する」ことによって救われた経験から、

2012年に退社しこまちぷらすを当時のママ友数人と立ち上げる。

2019年米フィッシュファミリー財団チャンピオン・オブ・チェンジ日本大賞にて入賞、2017

年イスラエル政府招へいプログラム「女性ヤング・リーダーシップ・プログラム」メンバーに選

出され1週間イスラエル訪問、2021年米フィッシュファミリー財団JWLIボストンプログラム

フェローに選ばれバブソン大学女性リーダー研修プログラム他1か月研修を受ける、2023年6

月ザルツブルググローバルセミナーフェローに選ばれ日本フェロー30人の1人としてオーストリ

アでのプログラムに参加。約９０会員いる地元商店会の副会長を５期つとめる。 2児の母、趣味

は山登りで百名山踏破目指している。





数字でみる事業概要

スタッフ人数：約50人（2023年１０月現在）

登録ボランティア数：約2９０人（こまちパートナー）
予算規模：約４８００万
（５０％事業売り上げ、２０％寄付、１０％協賛、１０％その他）

第7回健康寿命をのばそう！アワード 厚生労働大臣 団体部門 優秀賞受賞
（2018年11月）
第13回かながわ子ども・子育て支援大賞「奨励賞」 受賞（2019年11月）
第12回地域再生大賞 準大賞受賞（2022年1月）



こまちカフェ（神奈川県横浜市戸塚区 戸塚駅徒歩7分）

https://comachicafe.com/

https://comachicafe.com/


こよりどうカフェ
（戸塚駅徒歩5分 400年の歴史あるお寺境内内：オープン2022年）

https://coyoridocafe.com/

https://coyoridocafe.com/


2016年4月に、 赤ちゃんと家族をお祝いする気持ちをこめて、

地域と企業から「出産祝い」をお送りすることから始まりました。

（ヤマト運輸株式会社神奈川主管支店と認定NPO法人こまちぷらすで

横浜市戸塚区にて立ち上げ）

®「ウェルカムベビープロジェクト」は、
特定非営利活動法人こまちぷらすの登録商標です。（登録第6024908号）

後援：横浜市こども青少年局

まち全体で赤ちゃんの誕生をお祝いし、
子育てを応援できる社会になることを
目指しているプロジェクトです

ウェルカムベビープロジェクト
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戸塚支部/本部

鶴見支部

松戸支部
認定NPO法人こ
まちぷらす

NPO法人
つるみままっぷ

まつどでつながる
プロジェクト

展開地域

茅ヶ崎支部
地域のお茶の間
研究所さろんどて



2016年度
２３９人

※戸塚のみで実施

４区の出産祝いお届け数
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2022年度
戸塚 922人
鶴見 336人
松戸 300人
茅ヶ崎 150人

約1,708人



まちからの「出産祝い」

「民間型プロジェクト」として運営費はご協賛とご寄付により成り立っています。 11



背守りについて



背守りメッセージ例

「ご出産おめでとうございます！
お子様がすくすくと元気に大きく
なりますように！一人で悩まず、
楽しく子育てしてください」
60代2児の父より

「ご出産おめでとうございま
す！！21歳の学生ですが、母には
とても感謝しています。反抗した
こともあったけど、今では私の1番
の理解者で信頼できる母です。無
理せず頑張ってください。応援し
ています。」21歳の学生より



ひとつひとつ商品を作ってくれた方や
メッセージを書いてくれた方、
このギフトボックスを梱包してくれた方に

御礼を言いたいです。

受取ったご家庭からの声

戸塚には引越してきたばかりだったの
で、知り合いもおらず不安でしたが、
嬉しい気持ちになりました。

手書きのメッセージとても嬉しかったです。

普段ワンオペ育児の分優しい言葉が
涙が出て嬉しかったです。



背守り縫ってくれている方々の声

同じような趣味を
もった方たちと話をするの
が楽しい。また、この背守

りがどんな赤ちゃん
の元へ届くか想像し
ながら背守りを縫うのが楽
しい。

自分の子育ても思い出し
たりして、背守りをつく

ることに今は生きが
いを感じている。

4年前に引っ越して高齢者住宅で暮らす
ようになったけど、知り合いがいな

かった。それぞれの生い立ち
や昔話をしながら背守りをつく
るのが楽しい。



「循環」を生むプロジェクト



パートナー企業



パートナー企業



おむつとの飲み物自動販売機の誕生

おむつ自動販売機がこのプロジェクト主催のワークショップから誕生。
2017年3月に1号機を設置して以来、区役所や行政関連施設、商業施設や空港

等全国約100か所に広がっている。
現在は、他社でもおむつ自動販売機が設置が進んでいる。
飲料・おむつ・液体ミルクも入った自販機も千葉県松戸市で誕生。
災害時も命をつなげるインフラに。

プロジェクトに参加した東京キリンビバレッジサービス株式会社と花王株式会社で
開発（2017年）
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20

受け取った方々も一緒に考える・作る

「贈る→受け取る」から「一緒に作る」循環へ
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様々なスピンオフが生まれていく 考える・作る
広げる・応援する



協働の考え方

目的は違うのだが、
同じ目標を達成することで、各目的を達成。

それぞれの「したいこと」が違う、という前提のもとに、
「共有の目標をつくる」

目的

A B

目的

A

B

ともに目的が同じで、同じように活動する

ともに目的が同じだが、主役AにBが協力する

目標

A B

A’ B’

参考/一部引用：WAM主催オンライン学習会「地域共生社会に必要な連携とは何か？」松原明氏資料より



協働のポイント

・その事業を何のためにやるのかの共通意識

・タイミングが今か

・各関係者の「担当者」の熱意（壁は必ずある、
それを超えたいと思えるか）

・この人のために、という顔と名前が浮かぶか
（ニーズ）



「なんとかなるクッション」




